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１．経緯（2018年度調査研究事業 中間報告より） 

 

１）自由度が高く専門性を活かせる働き方としての起業 

現在、就業者の中で最も多くを雇用労働者（2014 年女性 89.3％・男性 87.2％）が

占め、一方で自営業主の割合は少ない（2014年女性 5.2％・男性 11.4％）。1 雇用労働

者はさまざまな法律に守られて安定しているが、労働時間や勤務場所などの制約が多

く自由度は少ない。そのため固定的な性別役割分業意識を背景にして、働く意欲があ

っても家事・育児・介護および夫の転勤などを理由に雇用労働に留まることができな

い女性が存在する。 

さまざまな事情を抱えているために雇用労働という働き方に合わせられない女性の

中で、自分の持つ能力を活かしたいと思う女性ほど、自由度が高く専門性を活かせる

起業という働き方に魅力を感じるのも当然だと思われる。更に、近年のインターネッ

トの発達によって少額の投資で起業を始められる環境が整ってきたことも、起業とい

う働き方への関心を高めていると考えられる。 

 

２）起業をめざす女性への支援事業に取組んで 

当財団が、起業をめざす女性支援を中期的に行う契機となったのは、豊中市の「地

方創生推進交付金事業一億総活躍社会実現のための豊中市チャレンジ就労支援事業

『結婚・出産等で離職した女性の就労促進事業』業務」の受託であった。この事業は、

再就職をめざす女性を対象にした事業と起業をめざす女性を対象にした事業の２事業

から成り立ち、2016年度から 2018年度までの３年に及んだ。 

すてっぷ設立当初から、女性の就労支援事業として社会情勢などを考慮しながら多

様な対象と内容の事業を実施してきた。起業をめざす女性を対象とした事業について

はしばらく実施していなかったため、本事業の初年度は、外部の関係機関などの協力

を得て近年の女性起業家の傾向をつかみ、プログラムの構成や講師の人選などを検討

しつつ事業を実施した。 

 

３）３年間の事業を振り返り今後に活かす 

実際に起業している女性が少ない中で、起業をめざす女性たちに必要なものとして

「専門家からのアドバイス・先輩女性起業家との出会い・起業をめざす仲間とのつな

がり」を想定し、３年間の事業を実施してきた。 

事業を終えた今、これまでを振り返り、参加者にとって効果的な事業であったのか

をこの調査研究事業で確認したい。そのうえで、今後の事業として何ができるのかを

考える手がかりとしたい。 

  

                                                   
1 『男女共同参画白書 平成 27 年版』 内閣府 2015 年 
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２．本調査研究事業の目的（2018年度調査研究事業 中間報告より） 

 

起業という働き方を選択した女性の現状を把握することをとおして、これまで受託事

業として行った、起業をめざす女性を支援する事業を検証する。さらに、調査対象を受

託事業の修了生以外にも広げ、起業をめざす女性の課題と求める支援ニーズを明らかに

し、今後の財団事業に活かし、豊中市の関係機関にも情報を提供する。 

起業をめざす女性が自らの起業をどのように考えているのかを明らかにするととも

に課題を整理し、今後の事業を展開する際の根拠となる基礎データとする。 

 

 

３．受託事業「起業スターターズ・プロジェクト」の概要（2018年度調査研究事業 中

間報告より） 

 

１）地方創生推進交付金事業一億総活躍社会実現のための豊中市チャレンジ就労支援事

業「結婚・出産等で離職した女性の就労促進事業」業務の概要 

 

ⅰ）地方創生推進交付金事業の趣旨 

 本事業においては、市は安定した雇用や地方への新しい人の流れ等の創出に向け

て、地域の特色や地域資源を活かした住民に身近な施策を実施することとなってお

り、受託者は事業の実施にあたっては地方創生推進交付金制度要綱及び国の関係機

関通知のほか、以下の記載事項を遵守し業務を実施すること。 

ⅱ）基本的な考え方 

 本事業は、結婚・出産等で離職した 30～40 代の女性を対象として、ＩＣＴスキ

ル等を引き上げ、再就職や起業を推進するものである。 

ⅲ）事業内容 

・豊中市や公共職業安定所等と連携を図りながら、再就職や起業に関する相談支

援を行うこと 

・パソコン操作やＷＥＢ活用といったＩＣＴのスキルアップに繋がる講座の開催

や就職活動に必要な情報提供を行い、再就職支援を行うこと 

・起業に必要な知識やノウハウを学ぶための講座を開催し、女性の社会参加を促

進すること 

ⅳ）実施事業…異なる２つの就労をめざす女性を対象に、それぞれに対応した支援事

業を実施。 

①女性の再就職支援「お仕事リターンズ・プロジェクト」 

②女性の起業支援「起業スターターズ・プロジェクト」 

ⅴ）「起業スターターズ・プロジェクト」実施期間…2016年度から 2018年度の３年間 
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・2016年度 11月～2017年３月 

・2017年度 ９月～2018年２月 

・2018年度 10月～2019年１月 

ⅵ）「起業スターターズ・プロジェクト」のプログラム詳細（年度単位） 

・女性の起業プレ講座（全 1回）…起業した女性の体験談 

・女性の起業連続セミナー（全 10 回）…事業計画・販売戦略・Web 活用・資金

計画・社会保障・フェイスブックの使い

方等を各専門家の講師から学び、自分

の起業プランを発表 

・グループ相談会（全 7回）…起業の悩みを複数で起業連続セミナーの各講師に

相談し情報を共有 

・個別相談（全 2回）…起業の悩みを個別に専門家に相談 

・出店フェア（2016年度と 2017年度 1回・2018年度 2回）…すてっぷでの出店 

ⅶ）起業支援「起業スターターズ・プロジェクト」実施結果 

・参加人数 

 参加人数 

2016年度 2017年度 2018年度 計 

女性の起業プレ講座 40 37 36 113 

女性の起業連続セミナー 35 35 27 97 

グループ相談会 66 38 35 139 

個別相談 13 9 10 32 

出店フェア 24 24 65 113 

計 178 143 173 494 

・女性の起業連続セミナー修了生の出店人数（単年度末ごとの集計） 

 2016年度 2017年度 2018年度 計 

出店フェアへの出店人数 24 10 13 47 
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４．2018年度実施調査の概要 

 

１）追跡調査の実施 

2016 年度～2018 年度に財団が実施した「起業スターターズ・プロジェクト」の中の

メイン事業である「女性の起業連続セミナー」の修了生に往復はがきでの追跡調査を実

施した。 

修了生の起業の現状を確認し、あわせて「女性の起業連続セミナー」のプログラムの効果

を確認した。 

 

２）グループインタビューの実施 

「女性の起業連続セミナー」修了生を対象にグループインタビューを行った。 

「セミナー受講中もしくは受講後に起業し、継続中の修了生」と「これから起業した

いと思っている修了生」にグループ分けし、起業に向けた動きや抱えている課題、目標

とその達成に必要な要素ついて聞き取りをした。 
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５．2019年度実施調査の概要 

 

１）経緯 

 2018 年度調査研究事業で実施した女性の起業連続セミナー修了生（以下修了生）へ

の追跡調査では、起業したい意思はあるがまだ起業に至っていないとの回答が 4割近く

になった。また、2018年度に実施した修了生へのグループインタビューでは、家庭環境

や家事育児への意識が起業状況に影響していることがわかった。そこで、子育て中の女

性起業家へ個別インタビューを行うこととした。 

 

２）調査目的 

女性が起業するにあたり、家庭環境や家事育児がどのように影響するかを明らかにす

る。また、起業した女性がワーク・ライフ・バランスをどのように捉えて実践している

かを明らかにする。 

 

３）調査概要 

ⅰ）対象 

以下の条件を満たす修了生に協力を得た 

・起業し、継続中である 

・未就学の子どもがいる 

 

ⅱ）協力者決定の過程 

 以下の手順で個別インタビューの協力者を決定した。 

①受講年度ごとに条件を満たす修了生をピックアップし、協力を依頼 

②承諾を得た３人に決定 

 

ⅲ）実施方法 

個別インタビュー当日、調査目的や進め方などを記載した個別インタビュー協力者事

前確認シートを調査者が読み上げ、説明し、協力者の同意を得た確認としてシート２部

に署名をしてもらい、協力者とすてっぷで１部ずつ保有した。 

 座席配置は、協力者と調査者が向かい合ってテーブルにつく形にした。インタビュー

のガイドラインを説明した後、個別インタビューで使用する名前を決めてもらった。  

 

＜配布物＞ 

・調査研究事業「女性の起業スターターズ調査」個別インタビューにご協力いただく方

へ（事前確認） 
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＜進め方＞ 

・調査者 1人で進行 

・個別インタビューの目的を説明 

・個別インタビューのガイドラインを説明 

・個別インタビュー協力者事前確認シートによる協力の同意確認 

・協力者に公開してもよい名前を決めてもらう 

・インタビューの実施 

 

４）調査結果の概要 

ⅰ）協力者 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

受講年度 ３期(2018年度) ２期(2017年度) １期(2016年度) 

起業した年 2019年 2017年 2017年 

 

ⅱ）実施状況 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

実施日時 2020年２月７日(金) 

16:00～17:00 

2019年２月 10日(月) 

14:00～15:00 

2020年２月 13日(木) 

10:30～11:30 

実施場所 とよなか男女共同参画

推進センターすてっぷ 

とよなか国際交流セン

ター 

とよなか男女共同参画

推進センターすてっぷ 

 

ⅲ）主な聞き取り項目 

①家族構成 

・夫について 

・子どもについて（人数、年齢） 

・親について 

・夫の親について 

 

②起業状況 

・事業内容 

・場所（自宅、もしくは自宅以外等） 

・就労時間 

・収益（目標に達しているか） 

 

③起業と家族について 

・雇用労働ではなく起業を選んだ理由 
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・起業前の準備 

・家族の理解や協力 

・家族への働きかけ 

・子どもについて 

・家族、子どもの存在がプラスになること 

 

④その他 

・必要な公共サービス 

・今後について 

 

ⅳ）個別インタビュー結果の概要 

個別インタビューの全文は附属資料に掲載。 

 

①家族構成 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

夫 いる いる いる 

子ども 4歳半 

出産予定あり 

小学 1年生 

1歳 10か月 

小学 1年生 

4歳 

実親 愛知県 愛媛県 市内 

夫の親 遠方 岸和田市 京都府 

 

②起業内容 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

起業内容 ベビーラップアドバイ

ザー 

バースデープランナー 

ママフォトグラファー 

フットケアサロン 

場所 出張 自宅 

出張 

自宅とは別に賃貸 

出張 

就労時間 週に 1回～3回 

(現在産休中) 

月 1回 予約制で 16:00まで 

日曜定休 

収益 目標に達していない 目標に達していない 目標に達していない 
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③起業と家族について 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

起業を選ん

だ理由 

夫に転勤がある 

自分のペースで働きた

い(夫や子どもを優先

する) 

好きな事を仕事にした

い 

子どもがいても融通が

利く 

長年起業をめざしてい

た 

子育てをしながら日・

祝出勤の仕事は難しか

った 

起業前の準

備 

資格取得 

起業セミナー受講 

養成講座に参加 

起業セミナー受講 

技術取得の学校に通う 

関連する仕事につく 

資金を貯める 

起業セミナー受講 

家族の理

解・協力

（夫） 

積極的ではない 

協力を得るのは難しい 

土日は子供の面倒を見

てくれる 

仕事の調整ができると

きは協力してくれる 

協力は仰がなかった 

家族の理

解・協力 

（親） 

遠方のため難しい 夫の親に子どもが病気

の時に預かってもらっ

た 

実親に子どものサポー

トをしてもらうことが

ある 

家族への働

きかけ 

途中から夫の説得はし

ていない 

夫に説明はしていない

が、仕事としてやって

いることは伝わってい

る 

働きかけてはいない 

子どもにつ

いて 

子どもの状況に合わせ

て働いている 

民間保育を利用 

預け先がネックになっ

ている 

子連れで仕事に行くこ

ともある 

子どもの状況に合わせ

て働いている 

一時保育を利用 

学童は利用していない

子連れで仕事に行くこ

ともある 

子どもの状況に合わせ

て働いている 

幼稚園を利用 

学童を利用 

子連れで仕事に行くこ

ともある 

家族、子ど

もの存在が

プラスにな

ること 

子どもがいたので起業

を選んだ 

家庭円満でいられるよ

うに仕事量をセーブで

きている 

子どもがいるから事業

が成り立っている 

家族があるからこその

仕事 

今の子どもたちの状況

を知ることができる 

自分も子どももお互い

の世界が持てている 

 

④その他 

 Ｄ・Ａ 桑野 順子 黒田 久美子 

必要な公共

サービス 

子どもの預け先（緩や

かな条件で利用できる

もの） 

単発や仕事をしていな

くても利用できる学童 

6年生まで利用できる

学童 

学童や中学生の給食 

起業に関する情報提供 

今後につい

て 

より家庭の比重が増え

る 

週に 2、3回一時預か

りを利用して仕事を広

げたい 

顧客を増やす 

地域に密着していきた

い 
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６．中間報告まとめ 

 

１）個別インタビューから見えたこと 

 子育て中の起業女性である協力者は共通して、家族（夫、子ども）に合わせて就労時間や

事業内容を計画しており、家庭の状況が起業女性の働き方に大きく影響することが明確に

なった。性別役割分業意識が根強い環境の中で起業を実現し、生活と仕事のバランスを探り

ながら事業を継続している現状を聞くことができた。 

 

２）今後の調査について 

 2018 年度の調査で見えてきた女性の起業とその家族の状況との密接な関係が、今年度

の調査でさらに明らかになった。ジェンダーの課題をすくい上げて女性をエンパワメント

しながら、家事や育児を中心的に担っている女性に対して実現可能な起業の形を提案する

ことで、課題解決につなげられると考える。 

2020 年度はこれまで実施してきた追跡調査、グループインタビュー、個別インタビュー

を更に分析し、本報告を行う。 
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７．附属資料 

 

１）個別インタビュー詳細 

 

Ｄ・Ａ：ｐ11～ｐ21 

 

桑野順子：ｐ22～ｐ29 

 

黒田久美子：ｐ30～ｐ42 
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2020年 2月 7日 Ｄ・Ａさんインタビュー 

 

藤長：今日はよろしくお願いします。 

 

ＤＡ：よろしくお願いします。 

 

藤長：2018 年度の第 3 期に「女性のための起業セ

ミナー」受けていただいたので、受講後 2 年目に

入りますね。今はおいくつでしょうか。 

 

ＤＡ：37 歳です。 

 

藤長：では、家族構成を教えていただいてもいい

でしょうか。 

 

ＤＡ：夫と 4 歳半の子どもと、次の 4 月に出産を

予定しています。 

 

藤長：ご両親はいかがでしょうか。頼ることはあ

りますか。 

 

ＤＡ：私の実家は愛知県ですが、介護などをして

いるので、こちらにはほとんど来られない状況で

す。 

夫の実家も遠方で、頼れば来てくれるのですが、

実の親を頼るほどの気さくさは、なかなかないで

すね。 

 

藤長：いざという時でないと難しいですか。 

 

ＤＡ：「ちょっと来て」みたいな感じではないです

ね。 

 

藤長：次に起業の概要についておうかがいしたい

のですが、以前（2019 年 3 月）に一度インタビュ

ーさせていただいた時には、すでに起業されてい

ました。 

 

ＤＡ：そうですね。その時は「ベビーラップアド

バイザー」といって、赤ちゃんとお母さんの両方

にとって、健全で快適な抱っこの仕方をお教えし

ていました。今は、4 月に出産を控えているので、

少しお休みに入っています。 

 

藤長：抱っこの仕方のレクチャーということは、

講習会をされているのでしょうか。 

 

ＤＡ：そうですね。講習会がメインです。私自身

が長男を出産後に体調を崩して、抱っこをしたい

のに自分の体がうまく動かないのと、抱っこの仕

方そのものもよく分からなくて、悩んだ経験があ

ります。自分の体が動かない、プラス抱っこの仕

方もよく分からなくて長男は泣いている、みたい

な感じの「二重苦」で、泣いた日々が多かったの

です。自分の体は時間とともによくなっていきま

したが、抱っこの仕方は、勉強しないといつまで

経っても正しくできません。慣れるものかなと思

ったのですが、慣れたけれど快適ではない間違っ

た抱っこになっていました。勉強していくと、正

しい抱っこは赤ちゃんにとっても快適で、すぐ寝

てくれるということも分かりました。 

 

藤長：そうなんですね。 

 

ＤＡ：私は抱っこについて勉強した分だけ、すご

く育児が楽になり、自分の体の回復も早かったの

です。そういった経験があるので、抱っこで困っ

ている人はほかにもいるのではないかと思いま

した。産院では、母乳のことや赤ちゃんの周囲に

ある危険については教えてくれるのですが、抱っ

こそのもののやり方は、意外と教えてもらえない

ことが多いです。私もこの仕事を始めてから、助

産師さんが受講しに来てくださることがけっこ

う多いのですが、助産師さんだから当然知ってい

るだろうと思ったら、助産師になるための勉強の

中には、正しい抱っこの仕方というのはほとんど
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入っていないらしいのです。受講後、「勉強になっ

た」と喜んで下さる方もいらっしゃいました。 

 

藤長：助産師さんがいらっしゃるんですね。 

 

ＤＡ：私は世界でエビデンスの取れたデータを使

って紹介しているので、信ぴょう性があると思っ

てもらえるようで、実践してみたら本当によかっ

たと喜んでもらえます。助産師さんから困ってい

るママをを紹介していただくこともけっこうあ

り、軌道に乗ってきたところでした。産休に入っ

てしまうのですが…。 

 

藤長：産休に入られる前は、定期的に講習会を開

かれていたのですか？ 

 

ＤＡ：そうですね。豊中にある、ママと赤ちゃん

にとって居心地のよいカフェで定期的に開催さ

せてもらっているほか、その日程に合わなかった

人向けに、千里中央の自宅近くのカフェを借りて、

そこで個別講習していました。また、豊中市内で

あれば出張講習という形でご自宅に伺うことも

ありました。 

 

藤長：だいたい、月にどれくらいされていたので

しょうか。 

 

ＤＡ：すべて合わせてもそれほど稼働していたわ

けではなく、週 3 回稼働すればすごく多いという

感じでした。平均すれば週 1 回くらいだったと思

います。 

 

藤長：やはり講習会だとまちまちになりますか？ 

 

ＤＡ： そうですね。赤ちゃん連れでの講習になり

ますので天気や気温にも多少左右されますし（真

夏や真冬は参加者が少ない）、まだまだ「ベビーラ

ップアドバイザー」や「正しい抱っこの仕方を習

う」ということが一般化していないので…。 

 

藤長：その中で、週 1 回から 3 回くらいされてい

たということですね。事業を展開するために事業

計画を作られると思うのですが、目標額は決めて

いましたか？ 

 

ＤＡ：正直なところ、前回の悩みでもお伝えした

のですが、なかなかボランティアの枠を超えられ

ないというのは、今も課題ではあります。 

 

藤長：はじめはボランティアで始められて、そこ

から事業に変えていこうとされているのでしょ

うか。 

 

ＤＡ：そうですね。でも結局、今もなかなか変え

られていません。いい感じで軌道に乗ってきたか

なと思ったところで妊娠が分かり、つわりもひど

かったので事業を発展させることができず、いま

だにボランティアの枠を超えていません。次に出

産して復帰する時には、この枠を超えたいと思っ

ています。 

 

藤長：出産をきっかけに。 

 

ＤＡ：はい。 

 

藤長：やはり「子育て教室」などがある分、利用

者は無料に慣れている印象はありますか？ 

 

ＤＡ： それはありますね。「抱っこ」というのは、

習わなくてもなんとなくできてしまうものなん

ですよね。それが「正しいか、正しくないか」、ま

た「快適か、快適でないか」の問題はあるのです

が…。あと、「抱っこは重いもの、つらいもの」と

当たり前に思っている人が多いこともあります。

「お金を払って抱っこを習う」という考え方は、

まだまだ新しいものなのかもしれないですね。 
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藤長：楽になった方が口コミされることはありま

すか？ 

 

ＤＡ：口コミはけっこういただいていて、「誰々さ

んから聞きました」というのはすごくありますね。

口コミの場合は出張で伺うことが多いですね。 

 

藤長：切羽詰まっているのでしょうか。 

 

ＤＡ：そうですね。そういう方が多いかもしれま

せん。助産院からの紹介などで出張講習の依頼を

受けます。ネットを見て、という方はそこまで困

っていない方が多い印象ですね。出張講習はどう

してもカフェでのグループ講習より費用が高く

なってしまうので、そのあたりもあるかもしれま

せんね。それでも、口コミが口コミを呼んでくれ

ることが多いのでありがたいですね。  

 

藤長：次に、起業までどのように準備されたかの

流れをお聞きします。以前のインタビューで、初

めての仕事は雇用される形で働かれていたとう

かがいました。 

 

ＤＡ：そうです。 

 

藤長：ご結婚を機にお仕事を辞められて、再就職

をされて、今度は妊娠をきっかけに起業されたの

でしょうか。 

 

ＤＡ：そうですね。やはり一番の理由は、夫が転

勤族だということが大きいです。就職したけれど

夫の転勤についていかないといけない、辞めない

といけない、新しい仕事を探さないといけないと

いうのがありました。出産後に体を壊したものの、

2 人目の子どももずっと欲しかったですし、週 5

でフルタイムで働いていたら、いずれは辞めない

といけないだろうというのがあって、やはり転勤

と今後の妊娠・出産ということを考えると、自分

のペースで働きたいとは思いました。 

 

藤長：そのことを考えると、起業という形がフィ

ットしたということでしょうか。 

 

ＤＡ：そうです。あとは、どちらかというと夫は

専業主婦でいてほしいタイプなのです。以前、息

子が生まれるまでは雇用される形で働いていた

のですが、仕事が楽しくなってしまって没頭して

しまい、ちょっとした離婚危機のような、夫婦仲

が悪かった時期があるので、家庭を壊さない程度

に、自分のペースでやった方がいいかなと思いま

した。 

 

藤長：ご自身でコントロールできる形で、という

ことでしょうか。 

 

ＤＡ：はい。 

 

藤長：夫さんの気持ちにも合わせて仕事をコント

ロールされていますか？ 

 

ＤＡ：そうですね。週 1 とか週 3 くらいしか稼働

していなくて、ボランティアの枠でと言いました

が、おそらく我が家的にはそれくらいがベストな

のだろうとは思います。週 5 でフルタイムで働い

て… 

 

藤長：朝から晩までというのは考えていらっしゃ

いませんか。 

 

ＤＡ：そうですね。そこは家庭のことを考えると

葛藤があります。 

 

藤長：起業の準備でセミナーに通われたり、ボラ

ンティアで抱っこの講習を始められたりした時

のご家族の反応はいかがでしたか？ 
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ＤＡ：正直、あまりいい顔はしていなかったです

ね。子どもが小さくて、親元も遠いので、何かあ

った時に助けてもらえるわけではないですし…。

でも私が楽しそうにやっているのと、家庭第一で

やっているので、強く反対もされずというところ

はあります。 

 

藤長：反対はしないけれど… 

 

ＤＡ：積極的ではないです。今でもそうですね。

まあ別に家族に影響がないならいいか…みたい

な感じです。興味もあるけれど、あまりはまって

ほしくないと思っているだろうとは思います。 

 

藤長：週 3 回くらいまでにおさめておいてほしい

という感じでしょうか。 

 

ＤＡ：そうですね。今は産休で休んでいるので、

そのペースでいけばいいと思っていると思いま

す。今後も家族の協力を得るのは非常に難しいだ

ろうと思います。私の場合は、親元が両方とも遠

いですし、夫は非常に忙しく、土日はもちろん子

供の面倒を見てくれていますが、平日は私でない

といけないので、そこのところは本当に難しいで

す。 

 

藤長：そこを乗り越えて、セミナーを受講された

動機は何でしたか？ 

 

ＤＡ：動機…やはり、子どもがいても家庭があっ

ても自分がやりたいことはやりたいと思いまし

た。 

これまで「仕事」が家庭の危機の火種だったこと

が何度かありましたが、理由を考えてみると「自

分のペースでやれない」からなのではと思い…。

行きたくない出張や会食などもありましたしね。 

でも自分で起業すれば自分のペースで仕事がで

きるという強みは大きかったですね。もちろん、

その分責任はついて回るし、雇用されているとき

と同等に稼ぐのはとても大変ですが…。正直、今

は「起業しています！」なんて言えないくらい稼

いでいないですが、今はこの働き方が私に合って

いるのではないかと思っています。  

 

藤長：生活の部分と仕事の部分と、すべてのバラ

ンスが今はベストの状態だと感じていますか。 

 

ＤＡ：ベストの状態かもしれないですね。子ども

がもう 1 人生まれて、フルタイムで仕事をして、

またちょっと夫婦仲が悪くなるというのも、しん

どいかなという気がします。 

 

藤長：起業という形はご自身の希望にマッチして

いたということでしょうか。 

 

ＤＡ：マッチしていますね。あと、転勤によって

場所が移動しても、自分のスキルで人と会うこと

ができる。専業主婦で家にしかいなかったら、私

の場合はちょっと鬱になりそうなのですが、あそ

このカフェで講習会しようかなと考えたり、お客

さんを募って、新しい方と週 1 回でも 2 回でも 3

回でもお会いするだけで、すごく楽しいです。で

すから起業というのは非常に私のように家にじ

っとしているよりも、外で人と出会うことが好き

な人には向いています。自分の好きなタイミング

でできて、どのくらい働くかというのも自分で決

められます。 

 

藤長：起業の計画を立てられる時点から、お子さ

んやご家族の状況を中心に考えられたのですね。 

 

ＤＡ：そこが中心ですね。前回はまだ妊娠してお

らず、第一子が 3 歳、4 歳、5 歳でどんどん手が

離れていくというイメージだったので、もっとも

っと広くやっていこうと思っていました。ただそ
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の一方でずっと妊娠を望んでいたので、今回、妊

娠してまたペースダウンだなとマイナスに思う

こともありつつ、でもまたこれでゆっくりやって

いけばいいかと思えたのも、起業していたからか

もしれないですね。 

 

藤長：転勤があっても、技術と一緒に自分が移動

していけるということですね。 

 

ＤＡ：本音を言えばこの豊中で根を張って「抱っ

このことだったらＤに聞け」という存在になりた

いとは思いますが、どうしても転勤がついて回る

ので、また新しい街で新規開拓していくのも、そ

れはそれで楽しいのかなと思っています。 

 

藤長：4 月にお子さんがお生まれになって、上の

お子さんや下のお子さんが少しずつ大きくなっ

ていかれると、働き方は変わると思われますか？ 

 

ＤＡ：変わると思います。実際に、こんなタイミ

ングではなかったら受けたかったビッグな話が

あったりして。 

 

藤長：オファーが来て… 

 

ＤＡ：でも今は受けられないなというのも、けっ

こうありました。例えば、すでに 10 人以上生徒

が集まっている教室をやってほしいという話も

あり、「えっ10人か、やりたいけど今は無理だな」

とか、「このタイミングで…」とかあるので、やは

り子どもが成長して手が離れてくれば、もっと仕

事したいなとは思いますね。 

 

藤長；上のお子さんは 4 歳半で、次のお子さんが

生まれると、お子さんを預けて講習会をされるの

でしょうか。 

 

ＤＡ：そうですね。その予定ではあります。これ

までも息子を預けて講習会をしたり、息子同伴で

ということもありました。赤ちゃんの抱っこをお

教えしているので、実際の赤ちゃんがいた方が伝

わりやすい場合もあり、連れて行ったこともあり

ます。 

 

藤長：そうして生活に合わせて準備されて、講習

会などを始められたわけですが、準備しておいて

役に立ったことはありますか？ 

 

ＤＡ：たとえばどういうことですか？ 

 

藤長：お子さんの預け先やセミナーを受けて準備

したことで役に立ったことなどをうかがえれば。 

 

ＤＡ：一時保育は、けっこう使っていたのであり

がたかったですね。寝ている「ねんねちゃん」の

うちはいいんですが、あちこちウロウロするよう

になると、触ってはいけないものを触ったりする

ので、連れて行くのもなかなか難しいのです。親

にも頼れないので、一時保育ばかり使っていまし

たね。また、セミナーを受けて SNS を多用するよ

うになりました。 

 

藤長：一時保育は利用できますか？ 

 

ＤＡ：市のは全然ダメで、民間のものを利用して

いました。 

 

藤長：市の分は予約がいっぱいでしょうか。 

 

ＤＡ：いろいろな制限があって諦めました。もう

少し取りやすければいいのにと思います。 

 

藤長：普段はお子さんは幼稚園に通っていますか。 

 

ＤＡ：いえ、認可外保育園に預けています。 
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藤長：では逆に、準備が不足していたということ

は何かありますか？ 

 

ＤＡ：実際にはあったかもしれませんが、足りな

いことがあってはいけないので、事前にしっかり

要望を聞くようにしています。 

 

藤長：念入りに。そうするとほとんど不足はない

ですか。 

 

ＤＡ：う～ん、ないと思います。依頼者の方も私

も時間が限られているので、事前に依頼者の方に

アンケートをお願いするとみなさん詳しく書い

てくださることが多いのでそれを先に目を通し

ておいて… 

 

藤長：お互い無駄にならないように… 

 

ＤＡ：やっていると思います。万一に必要になる

場合に備えて今日は使わないと思われるものも

持って行くようにしています。実際には不足して

いるところもあるのでしょうが…ないように最

善を尽くしています。子どもが病気の時に突然キ

ャンセルしないといけないのですが、病児保育の

対策は全然していないですね。 

 

藤長：急に預かってくれるところはありませんか。 

 

ＤＡ：病児保育の登録に行っていないのです。私

自身、何となく病気の子を置いて行けない気持ち

があって、登録すらしていない状態です。もう上

の子が大きくなったので、それほどキャンセルが

多いわけではないのですが、今までに 3 回くらい

キャンセルすることがありました。 

 

藤長：やはり子どもさんの状況というのは、お仕

事に影響しますか？ 

 

ＤＡ：影響は大きいですね。でも欲ばりだと思う

のですが、仕事と同様に子育ても自分が納得する

形でやっていきたいと思っています。なので、私

も小さな子どもがいるので子どもの体調不良な

どで突然キャンセルする可能性があることは事

前に了承を得ています。もちろん相手の方も体調

を崩しやすい小さな赤ちゃんがおられるので、キ

ャンセル料は一切いただきません。  

 

藤長：それがあって、起業という形を選ばれたと

いうことでしたね。 

起業前にこういうことをしたいと夫さんに話さ

れたということでしたが、実際に起業後の週 1 回

とか 2 回程度なら、ご家族は問題ないという受け

止め方をされていますか？ 

 

ＤＡ：聞かれない限りは、私の仕事の状態を話し

ていないのです。向こうもそんなに聞いてこない

ので、もう仕事のことは話さない方が円満なので

はと思い、話していないです。 

 

藤長：あまりどういう状況かというのはご存じな

いのでしょうか。 

 

ＤＡ：全然知らないと思います。 

 

藤長：夫さんがお休みの時は、お仕事は入れてい

ないのでしょうか。 

 

ＤＡ：入れていないです。正社員として働いてい

る時から、その約束だったのです。仕事が忙しく

なってきて休日出勤などもあった時、そのあたり

でいざこざがあった過去があるので、土日はよほ

どのことがない限り入れていないです。 

 

藤長：たとえば働いているお母さんだと、土日の

講習を希望される方もいらっしゃいませんか？ 
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ＤＡ：いらっしゃいますね。よほどでない限りは、

同じような仕事をしている他の人に譲るか、夫が

休日出勤の時に息子を連れて行くかしています。 

 

藤長：それは今後変化していくのでしょうか？ 

 

ＤＡ：どうなんですかね…？夫と少し仲が悪くな

った時に、「私は今後、何を一番に生きていくのか」

と自問したのです。仕事をしたいからそのまま突

っ走るのか、夫が望むならそちらにいくのかと考

えた時に、当時は子どももいなかったので、突っ

走ってもいいかなと思ったのですが、やはり家庭

を大事にしたい思いが勝りました。子どもももう

1 人増えますし、子どもが増えれば増えるほど、

おそらく今後も家庭への比重が大きくなると思

います。 

 

藤長：今は、夫さんに子どもを預けて講習会に行

くとかは考えていないということですね。 

 

ＤＡ：よほど大きい仕事でなければ…。相談して

まったく乗ってくれないわけではないので、もし

「これは」という大きい仕事の場合は、私が今ま

で全然仕事の話をしなかったのに、言ってきたと

いうのはおそらく大きい仕事だと分かってくれ

るだろうと思うので、その時は相談してみようと

は思います。 

 

藤長：ご家族のことをお聞きしてきましたが、ご

両親も遠方だということで、ご家族以外で、たと

えばお友達など協力してもらえる人はいます

か？ 

 

ＤＡ：預けている先が保育所なので、皆、迎えに

来る時間も違うし、働いている方も多くて、それ

ほど他の保護者の方たちと親しくないのです。我

が家が転勤族でもともと地域に根付いているわ

けではないので、ほぼいない感じですね。 

 

藤長：お子さんを預けられるほどの知り合いはい

ないということですね。 

 

ＤＡ：はい。 

 

藤長：公共の子どもを預ける施設は、一時保育も

利用しにくいくらい混んでいるということでし

た。 

 

ＤＡ：はい。最近、ネットのキッズラインさんと

か、民間の方はけっこう充実しているので、そち

らを使っている感じです。 

 

藤長：民間の場合は、料金が比較的かかりますか。 

 

ＤＡ：高いですね。正直、一時保育に預けて講習

会をすると費用面ではトントンかマイナスの時

もあります。それでも私の仕事が口コミで広がっ

て今後の仕事につながるとか、私自身がずっと教

えていないと忘れてしまうので、技術の維持とい

う意味でも、一時保育を利用してでも頼まれた仕

事は受けている感じです。ですから今は稼げなく

ても仕方がないという感じで、けっこう長いスパ

ンで見ています。 

 

藤長：今は、頑張りで将来につなげていく感じで

すね。 

 

ＤＡ：つなげていけたらいいなと思っています。 

 

藤長：先ほど、お子さんがもう少し大きくなって

きたら、仕事の比重を増やす予定だとおっしゃっ

ていました。 

 

ＤＡ：はい。 

 

藤長：起業されるまでの壁として、子どもさんの

ことが壁と言うと言い方は悪いのですが、壁にな
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って起業に踏み込めないという方もいらっしゃ

いますが…。 

 

ＤＡ：私の場合はむしろ、子どもがいたから起業

しかなかったと言えます。雇用されて働く場合は

パートだとしても、子どもが病気の時など、休め

てもいろいろな方に迷惑をかけるでしょうし、そ

れが何回も続けば居づらくなるでしょう。そうい

うことは、起業の方が少ないのではないかと思い

ます。 

 

藤長：働きたい気持ちは強く持っているというこ

とですね。 

 

ＤＡ：はい、あります。 

 

藤長：今、子どもさんに合わせて仕事をセーブす

るとか、子どもを預けて費用がかかるとおうかが

いしましたが、反対にお子さんやご家族の存在が

プラスになった部分をお願いします。 

 

ＤＡ：やはり家族がいるので、ある意味、突っ走

らない、家庭が円満というのがあります。 

 

藤長：ストッパーになっている？ 

 

ＤＡ：はい。 

 

藤長：もし今おひとりでご家族がいなかったら、

もっと仕事量を増やしていますか？  

 

ＤＡ：おそらくもっと仕事をしているでしょうが、

その時はシングルというか、絶対離婚している状

態だと思います。ある意味、家庭円満のためのス

トッパーとして家族や子どもの存在がよく働い

ていると思います。 

 

藤長：家庭のことも大事にできるし、働きたい気

持ちも実現できるということですね。今後、増や

していきたいという目標があるとのことですが、

お子さんがどれくらいの年齢の時に… 

 

ＤＡ：そうですね。それは考えていて、小学校 1

～2 年生の間は帰ってくるのが早いと聞きますし、

うちは 5 学年離れているので、下の子の年齢や成

長をベースに考えていかないといけないと思い

ます。まだ全然想像がつかないのですが、下が小

学校 3 年くらいで私が常時、家にいなくても何と

かなるんですかね？中学生になったら、ある程度

手は離れるだろうなと思いますが、小学生の間は

どれくらい手がかかるのか…。皆さん、どれくら

いなんですかね？ 

 

藤長：保育所よりも小学校に入ってからの方が、

帰りが早いと聞きます。 

 

ＤＡ：そうですよね。 

 

藤長：学童がなくなる学年になると、また違うの

でしょうか。 

 

ＤＡ：学年が進むと塾があるなど送迎などが必要

な場合もあり、起業されている方は子どもの成長

段階のどこでどの程度仕事をされているのかな

ということも知りたいですね。私自身は本当に長

いスパンで考えてはいるので、下の子が中学校に

なったら本格的に仕事をするでもいいと思いま

す。私の両親は働いていて、私自身がけっこう寂

しい思いをしてきたので、子どもにあまり寂しい

思いをさせるのなら、私が家にいるのがいいかな

と思っています。子育ての考え方は人それぞれで

すよね。 

 

藤長：ご自身のペースでお仕事をしていくにあた

って、たとえば行政や公共の施設で、こういうサ

ポートがあったらいいということはあります
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か？ 

 

ＤＡ：やはり子どもの預け先が一番のネックです

ね。あるにはあるのでしょうが、なかなか予約が

取りづらい。条件があるとか、保育所もフルタイ

ムで働いている方ならともかく、私のように週 3

程度の仕事量だとなかなか入れるところがあり

ません。今も民間の所に預けていて、なかなか公

共の施設が使えていないので、週 1 とかで起業さ

れている方でも、預けられるような公共の施設が

あったらいいなと思います。 

 

藤長：通常の保育所だと、雇用されていてフルタ

イムの方が優先ですね。 

 

ＤＡ：そうです。その方でも落ちたなどと聞くの

で、私は絶対に無理だわと。 

 

藤長：申し込みはされずに民間の方を選ばれたの

ですか？ 

 

ＤＡ：そうです。 

 

藤長：もし通常の保育所に入れるなら、そちらの

方がいいですか？ 

 

ＤＡ：そうですね。やはり金銭面や預かってもら

える時間も違うので。 

 

藤長：今はどれくらいの時間で預けておられるの

ですか？ 

 

ＤＡ：日によって違いますが、9 時くらいから 5

時半くらいまでです。 

 

藤長：平日のお仕事だったらその間で受けて… 

 

ＤＡ：はい。入れる年齢もそんなに早くは入れな

いので、ゼロ歳代はずっと自宅で親が見ないとい

けないというのがあります。1 歳代からだとけっ

こう預かってくれるところが増えるのですが、ゼ

ロ歳代は少なかったり、予約が取りづらかったり、

費用が高いことが多いですね。 

 

藤長：4 月に出産されたら、しばらくは産休を取

りますか？ 

 

ＤＡ：連れて行けるうちは連れて行きますが、動

くようになってきたらアウトだなと。 

 

藤長：出産で仕事に変化はありますか。 

 

ＤＡ：あります。妊娠したことで家庭への思いが

強くなりました。今からもう 1 人増えますし、よ

り家庭の比重が増えたというのはあります。 

 

藤長：家庭の比重が増えたということですが、起

業していてよかったと感じていますか？ 

 

ＤＡ：よかったと思っていますし、続けていくつ

もりです。私にとっては専業主婦として家にいて

育児だけというのは絶対にできないので、変な言

い方ですがある意味、起業が息抜きであり、生き

がいというか、ずっと続けていけたらいいなと思

っています。 

 

 

 

 

藤長：起業セミナーのお話が出ましたが、受講し

たメンバーとのつながりは今もありますか？ 

 

ＤＡ：はい。やはりすてっぷさんの起業の集まり

から発展したお仕事がいろいろあります。皆、同

じような意識があるので、紹介してもらったり紹

介したり、すごくいい人脈と機会をいただいてい
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ると思います。この起業セミナーがなくなってし

まったと聞いて、本当にもう少し続けていただき

たかったと思いました。 

 

藤長：受講生 OB だと交流しやすいですか？ 

 

ＤＡ：はい。やはり豊中でなじみがあるので、皆、

結束力が強いというか、全然知らない起業パーテ

ィーに行くと浮いてしまうのですが、「すてっぷ

の起業セミナー出身です」というと皆さん温かく

して下さって。 

 

藤長：OB 同士でつながってイベントをされる方

もいると聞いています。 

 

ＤＡ：お話はあったのですが、妊娠したり体調を

崩したりしていたので私は今のところないです。

いくつかコラボされている方がいらっしゃると

は聞いています。 

 

藤長：機会があったらされてみたいですか？ 

 

ＤＡ：そうですね。してみたいです。 

 

藤長：インタビューの最後に、今、起業を考えて

いて、子どもがいることで迷っている方にアドバ

イスをお願いします。 

 

ＤＡ：「起業」というと、バリバリ働かければなら

ない、あれもこれも自分でやらないといけないし、

稼がないといけないというイメージを持ってい

る方がいるとしたら、私は全然稼いでいないけれ

ど、それでも始めてみたらいいんじゃないかなと

思います。始めたことがマイナスになることはた

ぶんなくて、この仕事を 10 年続けたら、今より

キャリアも増えて、できることも増えているはず

です。やりたい別のことが見つかるかもしれない

し、起業されている他の方など、いろいろな人と

出会って、お話をお聞きすることですごくパワー

をもらえます。 

ママこそそういう刺激がある方が、人生が潤う

んじゃないかなと思います。子どもにもある意味、

寛大になれるというか、起業していると忙しくて、

子どものことが全然できないことがあるのです。

たとえば子どもが部屋を散らかしていても、「私

も散らかしているしな、言えないわ」とか。もう

好きなだけやれ、みたいに、子どもにけっこう寛

大になれます。私の場合は、家に閉じこもって育

児に集中していると、（子どもの言動が）ちょっと

自分のイメージと違うだけで、怒ってしまいそう

なのですが、私もかなりいい加減にやっているか

ら言えないなと思えば、ある意味、おおらかに子

育てできるのです。それがいいのか悪いのかわか

りませんが。 

 

藤長：起業して働いていることが、ご家族にもい

い影響を与えていて、ご自身にもプラスになって

いるということですね。 

 

ＤＡ：そうですね。うちはこれでいいんじゃない

かなと、最近は思っています。 

よく、家族の同意を得られないという、私のよう

な人もいるとは思いますが、やってみたらいいん

じゃないかと思います。 

 

藤長：夫さんはＤＡさんが起業してお仕事されて

いるのは何となく分かっているということです

が、今後理解されていきそうですか？ 

 

ＤＡ：今後もおそらくしないと思います。全部が

全部理解してもらわなくていいかなというか、も

ちろん応援や協力が得られればそれが一番です

が、協力が得られなくてもできることはたくさん

あるし、「うちはしてもらえないんだな」というス

タンスでいくもの悪くないと、最近は思っていま

す。そのことがそれほど妨げにはなっていないと
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私自身は思っているので、少しでもやってみたい

なという気持ちがあるのなら、まずやってみたら

どうかなと思います。 

 

藤長：「まず家族を説得しないと」というところか

ら始まると思ってしまう人が多いのではないで

しょうか。 

 

ＤＡ：そうです。私も最初はそう思っていました。

でも途中で説得はできないと思ったので放棄し

ました。ただ、家族がそれで悲しむのはよくない

ので、そこのバランスを見ながらやっています。 

 

 

藤長：本日はありがとうございました。 

 

ＤＡ：ありがとうございました。 
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2020年 2月 10日 桑野順子さんインタビュー 

 

藤長：本日はよろしくお願いします。 

 

桑野：よろしくお願いします。 

 

藤長：「女性のための起業連続セミナー」を受講さ

れたのが 2 期の 2017 年度なので 2 年経って 3 年

目に入られました。年齢をおうかがいしてもいい

でしょうか。 

 

桑野：42 歳です。 

 

藤長：ご家族を教えてください。 

 

桑野：夫と、小学 1 年生の娘と、今 1 歳 10 か月

の息子です。受講していた時はまだ生まれていま

せんでした。 

 

藤長：ご両親はいかがでしょうか。 

 

桑野：私の実家は愛媛で、夫の実家は岸和田です。 

 

藤長：愛媛だと急に助けに来てもらうのは難しい

ですね。 

 

桑野：そうですね。岸和田も、事前に頼んでおけ

ば来てもらえる距離ですが、車だと高速で 1時間、

電車だと駅から自宅まで歩く時間も含めて、1 時

間半や 2 時間近くかかります。何かの時には来て

くれる、という感じです。 

 

藤長：今日はよろしくお願いします。まず起業の

内容についておうかがいします。「バースデープ

ランナーとママフォトグラファー」とうかがいま

したが、お仕事の場所は自宅ではなく、出かけて

行く形でしょうか。 

 

桑野：自宅でのフォトレッスンも開催しています。 

出張でも撮影したり、店舗での撮影会をしたりし

ています。 

 

藤長：出張での撮影は場所を借りるのでしょうか。 

 

桑野：撮影はお店などの場所を借りてです。 

 

藤長：撮影会の依頼があって出かけていくのです

か？ 

 

桑野：依頼というのはなかなかなく、豊中の「親

子カフェ」で場所のレンタル（時間貸し）をした

り、ワンドリンクを注文したら 1 時間半、席を使

ってよいという形式で撮影会やフォトレッスン

で使わせてもらったりしています。自分で企画し

ないと集客はなかなか難しいです。 

 

藤長：ご自身で企画して募集するんですね。 

 

桑野：そうですね。 

 

藤長：フェイスブックにも撮影会などの案内をよ

く載せていらっしゃいます。ご自身でこの日にや

ろうと計画されるわけですね。 

 

桑野：だいたい、そういうふうにやっています。

七五三など出張撮影の場合は、指定の場所に行っ

て撮影します。撮影会としては、自分で企画して

募集をかけて行います。 

 

藤長：週に何回とか月に何回くらいですか？ 

 

桑野：受講が終わった翌年に出産しました。1 年

経って去年、できることをストップするのも嫌な

ので、何か始めたいと思っていたところ、自宅近

くの幼稚園の近くに「親子カフェ」ができ、場所

を貸してもらえるということだったので、月 1 回
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ペースで撮影会を始めました。続けてもらうこと

で知ってもらえるし、自分の経験にもなると考え

ました。月 1 回ずつの撮影会のほかに、ハロウィ

ンやクリスマスなど、豊中と箕面でベビーマッサ

ージをされている方とコラボでさせていただき、

豊中と箕面の両市でそれぞれ開催されるイベン

トで同じブースを 2 回開催することもあります。 

 

藤長：なるほど。ご自身の状況に合わせて仕事量

も調整されているんですね。出産されて 1 年後く

らいからは、途切れずお仕事を入れている。 

 

桑野：出産直後は撮影会まではしていませんでし

た。すてっぷでの催しが 2 回あり、それに出させ

ていただいたのと、知人やその紹介の依頼を受け

て出張撮影に行くという形でした。去年 1 年間は

続けてやってみようということで親子カフェで

の撮影会を行いました。 

 

藤長：講座で起業計画を立てられた際、どの程度

の収益を見込むか計画されたと思いますが、実際

にいかがですか？ 

 

桑野：そうですね。その計画まではまだたどり着

けていないのですが、子どもがいるからストップ

してしまうと進まないので、収益というよりは… 

 

藤長：今後に備えて、でしょうか。 

 

桑野：今度に備えて、できることを続けようかな

と。やりたいのにできないと思うのも嫌なので。 

 

藤長：起業までの流れについてですが、前回のイ

ンタビューでお聞きしたところでは、はじめのお

仕事は正社員として入社されて、結婚後、退社さ

れたのですね？ 

 

桑野：はい。結婚で夫の転勤があったので退社し

て、その後は派遣社員としていろいろな会社で働

いていました。 

 

藤長：今度は上のお子さんの出産の時に、お仕事

を辞められたということですね。 

 

桑野：はい。 

 

藤長：今回、新しく何かを始めるにあたって、た

とえば以前のように正社員や派遣など、「雇われ

て働く」のではなく「起業」という形を選ばれた

理由は何だったのでしょうか？ 

 

桑野：結婚したのは 15 年くらい前です。夫とは

同じ会社だったのですが、夫が転勤した時に妻も

同じ転勤先に異動させてくれるという制度がな

かったのです（現在は制度がある）。それで辞めざ

るを得ず、派遣社員になりました。第一子出産後

にパートとして働こうかとも思ったのですが、パ

ートでは保育園の保育料の負担が強く感じられ

ます。 

 

藤長：働いた分が出てしまう。 

 

桑野：そうです。働いた分を丸ごと持って行かれ

るくらいです。夫の会社は定時では帰宅できず、

帰りが遅いこともあり、小さい子どもがいる時に、

パートで働くという選択肢はまずありませんで

した。フォトレッスンを始めたのも、仕事をした

かったとか収入を得たかったからというより、フ

ォトグラファー養成講座の先生のように、自宅で

の教室という形であれば、子どもがいても融通が

きくし、何か好きなことを教室程度で始めていき

たいと思ったのがきっかけです。 

 

藤長：以前から写真に関心があったのですか？ 

 

桑野：子どもが生まれた時にカメラを買ったので
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すが全然、使えなくて…。1 歳半くらいの時、た

またま私が習っていた先生がテレビ番組に出演

されており、子ども連れで行けるカメラの教室が

あると知りました。住所も近かったので、これな

ら通えると思って行ったのです。 

 

藤長：そこで働き方のヒントを得た。 

 

桑野：一緒に習った友達で、今、スタジオに勤務

されている方もおられるのですが、サービス業で

は土日に出勤してほしいと言われますし、夫は土

日が休みなので休みが合わなくなります。また、

子どもがまだ小さいのでシフトなどで遅くなる

ことを考えると、自宅で自分ができるペースで進

めるフリーの出張フォトグラファーの方がいい

のかなと。 

 

藤長：お家のことやお子さんのことも両立しなが

らできることを、ということですか？ 

 

桑野：そうです。 

 

藤長：起業の際は、当時のお子さんの状況（5 歳

と今から生まれる）に合わせて、計画を立てたの

でしょうか。 

 

桑野：はい。子どもが幼稚園に行っている間は仕

事できるけれど、帰宅するとできないので、平日

の日中にできる内容であること、また 2 人目の子

どももこれから生まれるし、一時保育がまだ利用

できなかったので、子どもを連れて行ける場所で、

連れて行っても大丈夫な内容をと考えました。親

子カフェのフォトレッスンは一緒に連れて行っ

て遊べるし、自宅でレッスンすることもあるので

すが、相手もお子さん連れで、うちにも子どもが

いて、みたいな感じです。週末のイベントの時は、

夫と留守番してくれます。子どもの性格にもより、

上の子は無理だったのですが、この子はパパでも

平気なので、それなら自宅でなく外に仕事に行っ

ても大丈夫、みたいな。 

 

藤長：夫さんの方も「見るよ」と協力的ですか？ 

 

桑野：そうですね。たぶん、最初は何を始めたん

だろうと思っていたようです。定期的に親子カフ

ェでの撮影会を続けたり、すてっぷのイベントに

参加して何かしたりしているのを見て、理解して

くれたというか、「ああ、やってんねんや」と。 

 

藤長：説明しなくても、何となくこういうことを

しているんだろうなという感じで？ 

 

桑野：そうですね。最初は趣味の延長で、カメラ

仲間の女性たちとマルシェに出るなどしている

と思っていたようですが、定期的に撮影に行った

り、いろいろな準備をしたりして、少なくとも対

価を得ているのを見て… 

 

藤長：それもご覧にはなっているんですね？ 

 

桑野：そうです。何か仕事としてというか… 

 

藤長：趣味ではなくなっている。 

 

桑野：もうちょっと趣味の域を超えた何かをやっ

ているのは分かっていると思います。去年はたま

たまご縁があって、企業さんとのコラボ的な活動

をする機会もありました。フライングタイガーさ

んが、同社の製品を好きな人が、季節ごとのアイ

テムを使って装飾したものをインスタで紹介し

合う、フライングタイガーファンのコミュニティ

の会員を募集しており、お客さんを無料招待する

イベントで誘われたので、もともとそういうパー

ティー装飾が好きだったこともあり、会員登録し

ました。そのコミュニティで、フライングタイガ

ーと会員が一緒に楽しめる「部活」（オフ会）の「部
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長」を募集していたので、応募したところ、選ん

でいただいて、去年 1 年間、「部長」をしていたの

です。フライングタイガーの商品を使ってディス

プレイすることで、対価は発生しませんが商品を

いただきました。また、謝礼と材料費をいただい

て、同社の店舗で子ども向けのワークショップを

開くこともありました。世の中に知られた企業で

「部長」として活動している様子を見て、夫もた

だの趣味が、少しずつですが、ちゃんとした企業

と何かするところまで来たというのは分かって

くれています。好きでやっているなら、自分の時

間が合えば協力してくれる、みたいな感じです。 

 

藤長：現実的に大きい企業と関わっているのを見

ると伝わりやすいですか。 

 

桑野：ちゃんとやっていると思ってくれているの

かな？この間も、企業の装飾に行くのに、平日の

夜で子どもを連れて行けないので、「仕事が早く

終われる？」と聞いたら、「その日は調整がつくか

らいいよ」と言ってくれて、梅田で子どもを引き

渡して 1 人で出かけました。 

 

藤長：当初の予定から考えると、平日の夜という

のはイレギュラーな形ですね。 

 

桑野：そうそう。そういう時も相談すれば、別に

文句を言うわけでもなく、仕事の調整がつきそう

ならつけてくれるので、少しずつ理解してくれて

いるのかなと。 

 

藤長：では準備の段階では特に何も伝えてはいま

せんでしたか？ 

 

桑野：そうです。特に何も言ってはいません。店

舗を構えるなど、最初に資金が要るわけではない

し、高いレンズなど機材の投資は要りますが、そ

れはもともと自分が好きで買っていたものです。

「起業するから最初に 100 万円」というわけでは

なく、おけいこの先生をするみたいな感じで見て

いたのだと思います。 

 

藤長：それが少しずつ規模が大きくなってきた。 

 

桑野：そうですね。それほど大きくはなっていな

いのですが。 

 

藤長：起業する時に、子どもがいるからしばらく

やめておこうとか、大きくなってからにしようと

いう人が多いのですが、準備段階を含めて、子ど

もさんがいるということで、やめようかと思った

りしたことはなかったですか？ 

 

桑野：なかったですね。写真の撮影会やキッズパ

ーティーというのは、娘が生まれてから発生した

業界であり、子育てが落ち着いてからではなく、

子育てしながらできる内容だったのだと思いま

す。2 人目の子は歳も上の子と離れているし、私

は出産が遅かったので、落ち着いてからとなると、

年齢的に遅くなってしまうので、今、始めた方が

いいし、できることなら続けたいなと。 

 

藤長：お仕事自体はしたかったのでしょうか。 

 

桑野：最初は特に仕事が何かしたいという気持ち

はなくて、好きなことを仕事にできるならいいな、

という感じです。仕事として対価をもらうように

なって、スキルの向上についても勉強するように

なりましたし、きちんと仕事として収益も出すよ

うになりたいと思うようになりました。 

 

藤長：実際に起業されて困ったことや、こういう

準備が必要だったということはありませんか？ 

 

桑野：フォトグラファーも装飾も、替えがきかな

い仕事を 1 人でやっていますので、自分自身の体
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調もですが、子どもが体調不良になった時のこと

を考えると不安でした。去年、定期的に撮影会を

すると決めた第 1 回のしょっぱなに、息子が水ぼ

うそうにかかってしまいました。確実に移るので

連れて行けないし、一時預かりもできる年ではな

く、認可外で預けられるところもありましたが、

水ぼうそうでは預けられないし、連れても行けな

い、どうしようと思いました。結局、岸和田から

夫の両親が来てくれたのですが、そんなばりばり

働いているわけでもないのに、「こんな小さい病

気の子を置いて何しに行くのか」と言われるだろ

うと思いました。 

 

藤長：起業されていることは伝えていなかったの

ですね。 

 

桑野：まだ「起業」というほどでもないし、頼み

づらかったのですが、優しい両親なので、「イベン

トをしようと思っていたら体調不良になってし

まったので」と頼むと出てきてくれました。この

子も人見知りしないので見てもらえたのですが。

去年の 12 月にも、私とこの子がインフルエンザ

にかかってしまって…。やはり替えがきかないと

いう点で、子どもの体調不良ですかね。 

 

藤長：お子さんの時はそうして急遽、預かっても

らえたけれども、ご自身の時は中止するしかない

ですね。 

 

桑野：体調が悪い時はその合間をぬってなんとか

行けましたが、小さい子どもがいながら、自分も

体調管理することの難しさがあります。子どもが

もらってくる病気を自分ももらいやすいので、怖

いなとは思います。 

 

藤長：水ぼうそうやインフルエンザだと病児保育

も難しいですね。 

 

桑野：そうなんです。 

 

藤長：預けられる場合は預けますか？ 

 

桑野：そうですね。動くようになってからは、フ

ォトレッスンなら一緒に行きますが、撮影会とな

ると一時保育に預けられるので預けて行ってい

ます。 

 

藤長：ふだんは保育所ではない。 

 

桑野：預けていません。保育所も保育料が高いの

で… 

 

藤長：預けるとすると民間の保育所ですか？ 

 

桑野：公立でも民間でも、今の働き方だとがっつ

り稼いでいるわけではないので保育料の問題も

あって、仕事が入った時に一時預かりにお願いす

る感じです。 

 

藤長：一預かりはすんなり預かってもらえるので

すか？ 

 

桑野：今、お世話になっているところは大丈夫で

す。 

 

藤長：上の子どもさんが小学校ということは、割

と早く帰ってきますよね。 

 

桑野：そうなんです。3 時すぎに帰ってくるので、

それまでに終わるようにしています。どうしても

用事があって無理な時は、お友達の家に一緒に帰

ってもらっています。豊中というのは、学童保育

に預けるにも就労証明書を提出しなければなら

ないですし。 

 

藤長：可能であれば学童に預けたいですか？ 
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桑野：いや、今、小学生はとても忙しいから、一

緒にいられる時はいたいと思うので、予定がない

時は必要ないのです。 

 

藤長：お仕事が入った時にあればいいと？ 

 

桑野：ただ、横浜や川崎など、他の自治体では単

発で預けられると聞いています。おやつ代を持っ

て行けば、特に働いていなくても預けられるそう

です。そのような制度が豊中にはないので。 

 

藤長：それは大きいですね。 

 

桑野：やはりその制度は欲しいと思います。 

 

藤長：お仕事の後押しで、公共（行政）のサポー

トがあればいいと思うのは、やはり学童の部分で

すか？ 

 

桑野：今の学童は、がっつり働いている人でない

と預けられず、ハードルが高いので、何か始めた

い時に預けられません。働くだけでなく、勉強会

に行きたくても時間が取れないのです。その制度

があれば助かります。 

 

藤長：3 時までにすべて済ませてと思うとなかな

か難しいですね。困りごととしては、病気になっ

た時や預けられる場所がないことをお聞きしま

したが、起業というか仕事をするにあたって、逆

に家族やお子さんの存在がプラスになったと感

じることはありますか？ 

 

桑野：私のしていること自体が、子どもがいるか

らこそのものです。子どもの写真を撮りたいとか、

家族のイベントや記念日を大切にしたいという

思いから始まる仕事ですから、子どもありきなの

です。やはり家族があるからこその仕事だと思っ

ています。 

 

藤長：お子さんはモデルもされているんですね？  

 

桑野：そうです。仕事でいろいろ撮りたいという

ベースとして、自分の家族を、思い出に残る写真

に撮って記録したいという思いがあります。そう

いった写真を残すことは、子どもが思い返しても

いいことだと思っています。この仕事は自宅で楽

しめるし、今は娘にどんな写真や装飾がいいかと

聞けますしね。 

 

藤長：お母さんのお仕事を近くで見ているから、

娘さんも応援してくれている感じですか？ 

 

桑野：はい。「今日、お仕事で写真撮りに行く」と

言うと、やはり女の子なので、自分も撮影に必要

な装飾品を作りたいとか、一緒に行きたい、一緒

にやりたいと言ってくれます。 

 

藤長：いずれ親子で行かれる時が来るかもしれま

せんね。 

 

桑野：たまに週末の撮影や外の撮影について来る

時があるのですが、ちゃんとアシスタントとして

赤ちゃんの相手をしてくれます。 

 

藤長：そうするすると、撮りに来てもらっている

人も、自分の子どもが大きくなった時にこんな感

じになるのかなと思われるでしょうね。 

 

桑野：そうですね。娘が同行することでちょっと

ほっこりしてもらえるかなと。写真撮影だけでな

く、子育てもほっこり楽しんでもらえたらいいな

と思っています。 

 

藤長： 1 歳 10 か月の息子さんと小学 1 年生の娘

さんに合わせて、起業の計画を立ててこられたと
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思うのですが、今後の展開として、たとえばもっ

と広げていきたいとか、このままいきたいとか、

何か考えていることはありますか？ 

 

桑野：一時預かりに行けるようになったので少し

広げていきたいとは思っているのですが、この子

が 4 月生まれなので、幼稚園に行けるのはまだま

だ先なのです。プラス 1 年みたいな感じであと 2

年あるので、一時預かりを定期的に週 2～3 回利

用しようかなと思っています。そこのバランスで

しょうかね。仕事はしたいですが、家にいると触

ると危ないのでパソコンは広げられないし、でも

これをしておかないと、という時に、家にいても

子どもにかまうわけではなく、1 人で遊ばせてい

て横で仕事をしているのもメリハリがないので

す。自宅で起業しているから、家に子どもがいて

もできないわけではないのですが、時間の管理も

しっかりしないと、どっちつかずになってしまう

時間がすごく嫌なのです。そこをはっきりさせな

がら仕事を広げたいとは思っています。保育園に

毎日がっつり行くと費用の問題もあるので、週 2

～3 回、一時預かりを利用していこうと思ってい

ます。 

 

藤長：2 年くらい経って幼稚園に行き出したら、

また違ってくるのでしょうか。 

 

桑野：そうですね。今は働いているお母さんがす

ごく多いと思いますが、私の母親は専業主婦で、

自分自身がそういう環境で育っていないのです。

働きたいけれど子どもも家でも見たいと思って

いるのですが、そのバランスがなかなか難しいで

す。 

 

藤長：今は迷われながらやっている部分はありま

すか？ 

 

桑野：家にいても私が遊んでやるわけでもなく、

横で仕事をしているくらいなら、預けてしっかり

関与してもらう方がいいのかなという気もしま

すし…。でもあっという間に大きくなるから、あ

と 1～2 年は半分くらいは子どもと一緒にいたい

と思ったりもしますし。家での育児と仕事のバラ

ンスを自分で決められるのも起業の大きなメリ

ットだと思っています。 

 

藤長：最後に、子育てしながら起業を考えている

人に何か一言アドバイスをお願いします。 

 

桑野：私もそうでしたが、何か興味があるなら、

できることから始めてみたら、そこから広がるの

ではないかと思います。私は引っ越してきて 3 年

目なのですが、このセミナーを通じて豊中の他の

起業したい方たちと会えたことによって、豊中で

何かやりたい人の情報も少しずつ入ってくるよ

うになりました。去年、撮影会を続けたり、フラ

イングタイガーの「部長」になったりしたことで、

今回も紹介してもらって企業さんでディスプレ

イさせてもらう機会があるなど、少しずつ広がっ

ています。何か始めてみて、直観というか、この

人とやってみたいと思ってやっていると、1 年経

ってすごく広がったなと。 

 

藤長：起業セミナーの同期のメンバーや、はじめ

に入っていた人たちとは業種（起業内容）が違う

と思うのですが、そういう人たちとつながりがあ

った方がいいですか？ 

 

桑野：はじめてこちらに来た時に、何かやってみ

たくてもやれる場所がどこにあるのかも知りま

せんでした。マルシェやデパートの催事などにハ

ンドメイドさんなどもよく出ておられるけれど、

どうしたらそこに出られるのかも分からなかっ

たし、そもそもそういう催しに参加するための団

体に入るということも、どこにそのような団体が

あるのかも知らなかったのです。起業セミナーに
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参加するまで、マルシェに出ている人たちの交流

会って何なんだろうと不思議に思っていたので

す。私はそういうところに、「え、ちょっと参加し

にくい」と思うタイプで、ビジネスマナーの講習

会などもそうですが、全然知らない人がやってい

ることに足を踏み入れられないのです。「この人、

ほんまなんか、どうなんか」と思ってしまうので

すが、この 1 期、2 期、3 期生の中でそういうと

ころに行ったことのある人がいたり、実際に知っ

ている人がお茶会をやっていたりして、知らない

会合に参加することへのハードルが下がりまし

た。起業している人はこういうふうにしてやって

いるんだという最初のきっかけが分かったので、

私としてはすごくありがたかったですし、やはり

1 人でやるよりも、こうした会合などにちょっと

出かけたことはよかったと思っています。 

 

藤長：動き始めてからご家族の理解も出てきたと

いうことでしたね。やはり興味があってやりたい

ことをできることから始める中で、その中でお子

さんの預け先などの工夫も生まれてきたと。 

 

桑野：誰かと知り合うことはとてもプラスになり

ます。1 人でやるよりも、そういった集まりに出

かけることで、いろいろな情報も得られるし、新

たな視線も広がると思います。 

 

藤長：本日はありがとうございました。 

 

桑野：ありがとうございました。 
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2020年 2月 13日 黒田久美子さんインタビュー 

 

藤長：本日はよろしくお願いします。 

 

黒田：よろしくお願いします。 

 

藤長：まず、黒田さんご自身とご家族のことをお

うかがいしたいのですが、セミナーを受講された

のが 2016 年の第 1 期で、丸 3 年経ちます。年齢

をおうかがいしてもいいですか？ 

 

黒田：はい。今、ちょうど 40 歳です。 

 

藤長：ご家族は夫さんとお子さんお 2 人で。 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：以前（2017 年）、インタビューさせていた

だいた時は 4 歳と 1 歳ということでしたが… 

 

黒田：今は 7 歳と 4 歳になりました。 

 

藤長：上のお子さんはもう小学生ですね。下のお

子さんは… 

 

黒田：年少です。 

 

藤長：保育所ですか？ 

 

黒田：今年は幼稚園に行っています。保育園と同

じくらいの時間まで、幼稚園で預かってもらえる

ので、それでやっています。 

 

藤長：ご両親は… 

 

黒田：うちは母 1 人で育ってきているので、母 1

人です。 

 

藤長：お近くにいらっしゃるのですか？ 

 

黒田：庄内です。結婚する時の条件として、絶対

近くでないと、共働きは無理だと思ったので…。 

 

藤長：夫さんのご両親は… 

 

黒田：両方とも健在で、京都の方です。 

 

藤長：少し遠方ですね。 

 

黒田：こちらは介護も抱えておられるので、基本

的にあまり頼らないようにしています。 

 

藤長：さっそく、起業の内容をおうかがいしたい

のですが、フットケアをされているとうかがって

います。 

 

黒田：はい。メインはドイツ式のフットケアをし

ていて、あとはシューフィッターとしての仕事で

す。 

 

藤長：以前のインタビューでは、2017 年 4 月に開

業届を出されて、お店を借りて出店することを決

めたということでしたが… 

 

黒田：去年 1 月に自分のサロンをオープンし、ち

ょうど 1 年経ちました。 

 

藤長：ご自宅以外を借りてですか？ 

 

黒田：そうです。自宅ではいろいろ制限があるの

で、マンションの一室を借りています。 

 

藤長：最初は自宅でされていたのですか？ 

 

黒田：そうです。自宅と出張でした。 
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藤長：やはり自宅だと、やりにくい部分がありま

したか？ 

 

黒田：ありました。マンションなので、もともと

内規的には営業はできないということと、駅から

離れているので、足の悪いお客様に来ていただく

ことを考えると、やはり駅近でないと難しかった

のです。いつでも来ていただける拠点という意味

でも、自宅とは別の場所があった方が、業務がや

りやすいということもあります。車椅子の方にも

来ていただけるということが条件として外せな

かったので、バリアフリー物件を探しました。 

 

藤長：条件を付けて探されたのですね。 

 

黒田：絶対に生まれ育った地元でということと、

「足の神様」である服部天神のできるだけ近くで

と思って。 

 

藤長：定期的に開かれているのですか？ 

 

黒田：完全予約制で、予約がある時のみそちらに

行きます。出張のお仕事もあるので。 

 

藤長：どれくらい予約を入れるかは、ご自身で調

整されているのですか？ 

 

黒田：日曜日はできるだけ入れないようにしてい

ます。あとは子ども優先で考えているので、子ど

もが学童から帰宅する 5時までに帰るようにして

います。 

 

藤長：予約はよく入りますか？ 

 

黒田：まだまだですね。本当はもっと入れないと

だめなんですが、ありがたいことに、どうしても

外に出る仕事のお話があって、そうすると当日が

不在になるだけでなく、準備や片付けなどもいろ

いろ必要でサロンに対応できません。もっとこっ

ちに注力したいので、今年はバランスを変えてい

きたいと思っています。 

 

藤長：外に出る仕事というのは、何か依頼がある

のでしょうか。 

 

黒田：そうです。子育て支援センターで身長・体

重を計る時に、私が足を計ってアドバイスすると

か、子どもやシニア向けに、足の大切さや靴の選

び方などの講座を開催しています。この間は高校

のスポーツ科で時別授業をさせていただきまし

た。イベントで啓蒙や興味をもってもらうために

子どもの足のスタンプをすることもあります。 

 

藤長：そのような場合は、どこかで黒田さんの存

在を探されて、向こうから声がかかるのですか？ 

 

黒田：もともとは、知り合いが関わっているとこ

ろからの依頼ですかね。毎月、池田の子育て支援

センターに行くのですが、池田市からセンターの

運営を委託されているＮＰＯの理事が知り合い

で、私が「こんなことをやってみたい」と言って

いたら、「うちでやって」ということになりました。

また、そこから何件か紹介をいただいて、いくつ

かの保育園などにも行っています。 

 

藤長：知り合いから始まって口コミで…というこ

とでしょうか。 

 

黒田：そうですね。私はまだ特にチラシなども作

っておらず、宣伝をどんどんしている状態ではな

いので、本当の紹介です。 

 

藤長：サロンの方もあまり宣伝はされていないの

ですか？ 

 

黒田：そうなんです。一応、ＨＰは作ったものの、
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無料サイトで作成したものですし、私も技術がな

いので、検索サイトの上の方に上がってくるため

の対応などもしていなくて、名刺代わりというと

ころです。直接、会える方には名刺があるけれど

も、それができない方にと思って作っている紹介

サイトです。 

 

藤長：ではお店の名前で調べたら出てくるという

ような… 

 

黒田：そうです。ＨＰと、あとフェイスブックの

ページくらいしか作っていません。 

 

藤長：セミナーを受講された時に、事業計画で収

益の目標を立てられたと思いますが、今のところ

はどうですか？ 

 

黒田：今年はサロンを持ったことで固定費が一気

に来たので、月々の支払いが生じました。今、最

終計算をしている時期ですが、正直、今年は仕事

とは呼べないくらいでした。 

 

藤長：まだ目標には達していない感じですか？ 

 

黒田：そうですね。 

 

藤長：サロンを構えながら出張もされて、幅広く

お仕事をされているのですね。その続きで、起業

までの流れをおうかがいしたいのですが、最初に

お仕事をされた時は、正社員など雇われる形でし

たか？ 

 

黒田：そうです。大学を卒業後、まずＯＬとして

働いていました。本当は、私は総合職をしたかっ

たのですが、1 年目に「うちは今まで女性で総合

職をしてもらったことはない」と言われてしまい、

「そうなんや…」となって、そこで今まで人生の

中で、ちょっと引っかかっていた後悔の部分であ

る、野球トレーナーの学校に行ったのです。とい

うのは、大学で野球部のマネージャーをしていた

のですが、その時に体を痛めている選手を見ても、

何もできなかったという後悔がありました。仕事

にやりがいが見つけられなくなったので、働きな

がら夜間のトレーナーの学校に通って勉強しよ

うと思ったのです。その学校の校長は女性で、ア

メリカのメジャーリーグの選手にもついている

方でした。夜は学校に通う生活で、秋に卒業を控

えていたのですが、春になって「うちの会社では

じめて、近藤さん（旧姓）を総合職に採用しよう

と思う」と言われたのです。「今！？」という感じ

でした。やりかけたことを辞めるのも嫌で、すご

く悩んだのですが、結局、トレーナーの方を取っ

たのです。トレーナーの学校を卒業して整骨院を

紹介され、その時はアルバイトとして整骨院で働

きながら、足の大切さを学びました。そこでドイ

ツ式フットケアに興味を持って、自分で店を持ち

たいと考え、2005 年にドイツ式フットケアの学校

に行ったのです。開業までに準備期間が半年くら

い要ると思って、半年限定という気持ちで靴屋さ

んにアルバイトで入ったのです。 

 

藤長：より足のことを知るために？ 

 

黒田：はい。やはりどうせつなぎでバイトをする

なら、経験も積めるし近いところがいいと思い、

スポーツメーカーの靴売り場に配属になりまし

た。半年のつもりだったのですが、そこに 10 年

いてしまったのです。 

 

藤長：かなり長くいらっしゃったんですね。 

 

黒田：上司がとても尊敬できる人だったというこ

とと、ちょうど職場も足に力を入れようとしてい

たのですが、女性社員でも足のことをしようとす

る人が全然いなかったのです。それでアルバイト

の私が抜擢されて、ありがたいことに資格も取ら
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せてもらい、契約社員にしてもらい、店を任され

たりもして 10 年… 

 

藤長：会社側と黒田さんのニーズがマッチしたと

いうことでしょうか。 

 

黒田：そうなんです。その期間はバイトから契約

社員で働いていました。辞めることを考えたのは、

2 人目の子どもの出産を考えた時です。 

 

藤長：じゃあお 1 人目の時は… 

 

黒田：産休・育休も取りました。実際に復帰して

みると、接客業ですので日曜や祝日も出勤があり

ます。だんだんポジションが上がっていくにつれ

て休みにくくなっていきました。実際にそういう

業界というのは、今まで産休・育休後も働いてい

る人がすごく少ないところでした。けっこうしん

どくなってきた時に、ちょうど新店舗の店長をし

てみないかという話が来ました。すごくありがた

かったのですが、どちらかを選ばないといけない

というタイミングになって、やはり 2 人目を考え

た時に、この仕事は続けられないと感じたので、

もう辞めますと。2005 年に入って 2015 年に辞め

たので、ちょうど 10 年でした。 

 

藤長：もし日・祝が休みやすくて、5 時までで大

丈夫だったら、続けていたかもしれないですか？ 

 

黒田：続けていたかもしれません。でも悩んだ時

に、「私はずっと何をしたかったのか」と考え、あ

の時は「お店をしよう」と思っていたよなと。こ

れはそうしろという後押しだなと、思うようにし

たのです。それで思い切って、起業の方に切り替

えられたというのもあります。 

 

藤長：きっかけになった。 

 

黒田：そうですね。正直、そうせざるを得なかっ

た状況もあります。うちは主人が高校の教員で部

活の指導もしていて、年中、まったく家にいない

タイプの人なので、私が動けないとだめなのです。

保育園から迎えに来てほしいなどの電話がかか

ってきても、「俺は無理やで」というタイプだった

ので、私が動ける状況を作るとか、2 人目を考え

るとなった時に、もう会社で働くことは選べなか

ったというのもあります。でもそれを後押しだと

思って、そっちに進みました。 

 

藤長：辞められて、お 2 人目を出産されたのです

ね？ 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：その後にすてっぷの「女性の起業連続セミ

ナー」に来ていただいた。 

 

黒田：そうです。15 年に出産しているので。 

 

藤長：セミナーについていた一時保保育は利用し

ましたか？ 

 

黒田：途中からはそうですかね。たぶんはじめの

方は 1 歳になっていなかったので。 

 

藤長：一時保育は 1 歳からですね。それでも来て

下さったんですね。 

 

黒田：せっかく今は産休というか、休憩期間とな

ったので、これは行けるタイミングだなと思って。

連続講座でしたし、また何か始めてしまうと、な

かなか行けなくなるので、これはもう行くしかな

いだろうと思って。 

 

藤長：セミナーを受けながら開業の準備をされた

ということですが、それまでにも、ある程度の準
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備は進めていたのですか？ 

 

黒田：辞めてから調べ出して、チャレンジセンタ

ーに少し行きました。だいぶんおなかが大きい頃

に事業計画書のセミナーがあって、与那嶺さんに

お世話になりました。 

 

藤長：妊娠中から計画を進めていたんですね。 

 

黒田：そうですね。何か動いていないと保育園も

入園許可が出ないですしね。 

 

藤長：起業するとなったら保育所は… 

 

黒田：準備期間として多少は行けるのですが、何

年もというわけにはいかないですね。あと、技術

の復習のために学校に通っていたこともあって、

保育園にお世話になりました。 

 

藤長：お子さんを預けられないと、準備を進める

のも難しいですね。 

 

黒田：はい。 

 

藤長：そうして起業に向けて進めてきていて、何

か困ったこととか、壁だと感じたことはありまし

たか？ 

 

黒田：私の周りに「起業」という働き方をしてい

る人がいなくて、「起業って何」という状態で、何

をどうしたらいいか分からないのが一番困りま

した。誰に何をどう相談したらいいのかすら分か

らなかったので、こちらの起業セミナーが、まさ

にいいタイミングで、いい場所だったのです。 

 

藤長：チャレンジセンターやすてっぷの講座は、

ご自身で調べてこんな講座があると知られたの

ですか？ 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：チャレンジセンターや起業セミナーに通わ

れたことで、起業への不安などは解消しました

か？ 

 

黒田：やはり講師の方に言っていただくことから

進めていくことで、だんだん分かってきましたね。

ここに来ていた時も、フェイスブックのページや

ＨＰを作るように教えてもらい、それをきっかけ

に作りました。 

 

藤長：準備を進められているところでタイミング

がよかったのですね。夫さんは学校の先生をされ

ていて、とても忙しいということでしたが、この

準備の段階で、起業したいというお話はされまし

たか？ 

 

黒田：もともと休みの日にフットケアをしていま

したし、独身時代にも、私は 1 人暮らしをしてい

たのですが、１部屋をケアルームにして、知り合

いを呼んでやっていたので、知っていました。 

 

藤長：いつかはサロンを持って開業するだろうな

と… 

 

黒田：思っていたんじゃないでしょうか。 

 

藤長：特に改めて説明をされたわけではないので

すか？ 

 

黒田：特には。好きにしたら？という感じでした。 

 

藤長：準備の時はご自身で進められて、協力して

もらうことはなかったのですか？ 

 

黒田：はい、まったく。いい意味でも悪い意味で
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もノータッチで、そこは勝手にさせてもらいまし

た。 

 

藤長：信じて… 

 

黒田：いい言葉を言われますね。夫は私が起業す

ることに無関心だったのかどうか分かりません

が、起業の準備は自分でしましたね。そのための

貯金もしていたので、やりやすかったです。それ

がなくて、夫のお給料を使わせてもらうとなった

ら、すごく引け目があったと思うんですけど。 

 

藤長：起業に向けて、ご自身で資金を準備されて

いたんですね。 

 

黒田：独身時代からそう思っていましたので、基

本的に必要なものは揃っていましたし、精神的に

は進めやすかったですね。女性が起業する場合、

旦那さんへの遠慮とか依存という点が、皆さんが

悩まれるところだと思うのですが、そこは違いま

したね。 

 

藤長：お聞きしていて、早くから準備されていた

というのが、効果的だったのかなと思いました。 

 

黒田：そうですね。 

 

藤長：もともと早い時期からサロンを持ちたいと

いう気持ちも、働き続けたいという気持ちもおあ

りでしたか？ 

 

黒田：そうなんですよ。私は専業主婦というのは

考えられないタイプです。やはり子どもも、私が

違う世界を持っている方がいいと思いますし、何

かあれば外に出ていたいと思っていましたね。 

 

藤長：そうして準備を進めていかれた当時、お子

さんが 4 歳と 1 歳だったということなのですが、

お子さんの状況に合わせて計画を立てていった

部分はありますか？ 

 

黒田：あります。やはり生活の中で子どもが優先

ということは決めていました。 

 

藤長：先ほどの、仕事は 5 時までとか、日祝は入

れないとか？ 

 

黒田：そうですね。正直、したいことがあってこ

っちにがっつり注力したい、でも目の前に子ども

がいるのでできないという、もどかしい時もあり

ましたが、「迷ったら子ども優先」と自分に決めて

いました。子どもが通っていた保育園が合わなく

て、「幼稚園に行きたい」と言い出したことがあっ

たのですが、幼稚園の場合は、行事などで仕事を

休まなければならないことが増えることもあっ

て迷いました。でもその時も、子どもが行きたい

と言うのなら、そのバランスで行こうと考えまし

た。そうでなかったら、私は仕事仕事になってし

まいそうだったので、ちょうどよかったと思いま

す。子どもと関われるのも今しかないですし、今

は子どもとの関わりを優先しながらやっていま

す。 

 

藤長：もしお子さんがいなくてサロンをお持ちだ

ったら、もっとされていた感じですか？ 

 

黒田：はい。そうなりますね。 

 

藤長：予約も入るだけ入れたいくらいの？ 

 

黒田：そうかもしれないですね。今となってはち

ょっと想像がつきませんが。 

 

藤長：そうですね。お子さんがいらっしゃるのを

前提で進めてこられたわけですから。 
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黒田：やはり子どもがいることで、今の子どもた

ちの様子を知ることができましたし、子どもの足

について教科書で学んではきたけれど、子どもの

理想と現実、足と靴との事情が教科書の記述とは

全然違うことも感じました。お母さんを相手にお

話しする機会も多いのですが、現在の日本で子育

てすることの難しさや悩みも分かるので、「一緒

にやっていこうね、お手伝いするよ」というスタ

ンスで、同じ立場に立つことができます。こうい

うことは、子どもがいるからこそ、今の私にでき

ているわけで、以前は想像できませんでした。 

 

藤長：話を聞きに来たお母さんも、同じ立場だと

思うと、やはり安心感が違うでしょうね。 

 

黒田：本当に子育て事情って 3 年もあれば変わり

ますから、育児グッズも全然違ってきます。たぶ

ん、教科書で習っていただけでは話がずれていた

と思います。今、育てているからこそ話ができる

なあと。 

 

藤長：実生活では難しい提案をしてしまうとか？ 

 

黒田：はい。足と靴の理想だけでなく、工夫や妥

協点を提案することもあります。 

 

藤長：準備期間も長く計画的にされて、2017 年の

講座を受け終わった直後くらいに、開業届を出さ

れたということですね。 

 

黒田：開業するほどの収入は正直、ありません。

その時点でも、たぶん今も、まだ出さなくてもい

いんじゃないかというレベルなんですが、人の体

を触る仕事なので、フットケアの保険に入ってお

きたいのです。そのためには、実際にやっている

証拠として確定申告の書類を出さないといけな

いのです。それでこのタイミングで出したのです。 

 

藤長：まずご自宅と出張でということで。 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：ご自宅でされていた時に、いろいろなこと

を準備していてプラスに働いたこととか、逆に実

際に働いてみて困ったこととかありましたか？ 

 

黒田：自宅でできることとなると限られてきて、

宣伝もできないし、たとえば玄関が来客と家族で

一緒なわけですから、気を遣うことはありました。

思うように集中はできなかったですね。出張の場

合は、大量の荷物を移動させなければならないで

すし。今はサロンを開いて、そこにどんと置いて

おけるし、そこに来ていただけるので、ずいぶん

違いますね。 

 

藤長：サロン形式にしてからの方が、準備もきれ

いに整った状態でできるし… 

 

黒田：だいぶん違いますね。 

 

藤長：維持は大変だけれど、サロンがあった方が

よかったということでしょうか。 

 

黒田：そこはすごく悩ましいところだと思います。

子育てしながらするには、固定費がかからない方

が賢いんです。全然違いますからね。でも私がや

りたいことって何だろうと思った時に、やはり譲

れない部分がありました。常に優先順位を考えて

動くようにしているのですが、家では車椅子の方

や足の悪い方に来てもらうのは無理で、やりたい

ことができなかったのです。それならサロンを持

つしかなかった。基本はシンプルに優先順位を考

えながら、後悔のないようにと考えて動いていま

す。 

 

藤長：起業準備の段階で特にご家族の協力はあお
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がなかったということですが、今も同じですか？

基本は自分でお子さんのことやお家のことをさ

れて… 

 

黒田：子どものサポートだけは、母にお願いする

ことはあります。 

 

藤長：お母様も協力的ですか？ 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：お子さんを見てもらうことが中心でしょう

か。 

 

黒田：そうですね。そういうことが多いです。 

 

藤長：ご家族以外にサポートしてもらえる人はい

ますか？ 

 

黒田：あります。すてっぷの起業セミナーの同期

の人、ここは今でも本当にありがたいことにつな

がっていて、皆の活動を見ているだけでも、私の

モチベーションの維持や向上にもつながります

し、相談もできる仲間です。起業セミナーが終わ

った直後に、地域創生塾にも通ったのですが、そ

ちらでも地域密着でやりたいという思いを実現

するために、相談に乗ってもらったり協力しても

らったりしました。 

 

藤長：上のお子さんは保育所から幼稚園に変わら

れて、今、小学校ということですが、預けられる

時間の制限とか病気の時など、お困りになったこ

とはありましたか？ 

 

黒田：ありました。特に保育園に行っている時は、

母も使いましたけれど、それでも難しくて、朝早

くから病児保育に走ったこともありました。でも

それは、物理的に何とかなっても、すごく精神的

に自己嫌悪に陥ったというか、病気の子を預けて

仕事していることへの罪悪感というのはありま

したね。 

 

藤長：でも何とか預けて… 

 

黒田：どうしても代わってもらえない、1 人でや

るのはそこが大きいのです。 

 

藤長：代わりがいない。 

 

黒田：そうです。企業で働いていれば何とかなる

ことも、1 人では何ともならないことが多くあり

ます。出張に関してもサロンに関しても 1 人なの

で、そうせざるを得ないことは出てきましたね。 

 

藤長：学童も使われているのですか？ 

 

黒田：はい。今、行っています。 

 

藤長：小学校に入った時に学童を利用できずに、

仕事の時間を短縮しないといけないというお悩

みを聞いたことがあります。 

 

黒田：びっくりするほど帰ってくるのが早いので。 

 

藤長：保育所の方が長いんですね。 

 

黒田：そうなんですよ。うちの場合は、4 月 1 日

から学童に行けたので、試しに行かせてみたら、

合ったみたいですごく楽しんでくれて、そこは本

当にスムーズでしたね。学童は 5 時までか 7 時ま

でかの 2 種類の枠があるのですが、そこも 5 時ま

でにして、その中で働くというスタイルに決めま

した。7 時まで行けるとなったら、絶対にずるず

るになってしまうんですよ。起業して自営すると

いうのは、好きなリズムで仕事できますから、「今

月は 3 日だけ」と決めることもできますが、逆に
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言うと、常に仕事になってしまうのです。夜でも

携帯に連絡が来ることもよくありますし、返事を

する人は自分しかいない。私生活での知人からの

紹介で仕事が来ることもあり、ふだんの生活が仕

事につながってしまうので、会社に行っている時

よりも、仕事と私生活の線引きが難しいのです。

ですから、自分の中ではっきり決めておかないと、

ずるずる仕事の比重が増えてしんどくなってし

まうんですね。そこで、子どもが 5 時に学童から

帰ってくる時間に合わせる、それまでに下の子も

迎えに行っておくという線引きをしました。結局、

今は仕事自体は 4 時までしかしていません。そこ

から迎えに行って、帰って、そこから食事の用意

をして、みたいな感じです。 

 

藤長：もうそれで今の生活のリズムができている

と？ 

 

黒田：そう決めています。 

 

藤長：そうですね。仕事量をご自身で決められる

からいくらでも増やせてしまえる、という部分が

あるということですね。 

 

黒田：これという決まりを持っていないと、ずる

ずるどちらにも行ってしまうのです。 

 

藤長：たとえば「どうしても日曜日にしか行けな

いんですが難しいですか」と問い合わせがあるケ

ースでしょうか。 

 

黒田：そうなんですよ。でも基本のスタンスは子

ども、その上で母が子どもの面倒を見てほしい時

は言ってきたらいいよと言ってくれているので、

これはどうしようもないかなと思ったら母に相

談する、というくらいにしています。 

 

藤長：先ほど言われた、優先順位をきちんと決め

ておいて… 

 

黒田：それをよく考えます。 

 

藤長：そして後悔のないようにという部分が、お

子さんのことに関しても同じ形でということで

すね。 

 

黒田：そうですね。 

 

藤長：今の仕事とお子さんのバランスはちょうど

いいですか？ 

 

黒田：いいようにしています。しているつもりで

すが、これが人から見たらどうなのか…すごくぐ

ちゃぐちゃな生活なので。 

 

藤長：お気持ち的にはすごく忙しいですか？ 

 

黒田：日々に追われていますが、どうなのかな

…？毎日のことでいっぱいいっぱいですね。娘が

バレーボールを始めたので、お互い 5 時に帰って

きて、そこでおにぎりとかおうどんとか、何かさ

っと食べさせ、5 時半に出発してバレーボールに

連れて行き、その間に買い物などをして、また迎

えに行って 8 時に帰宅して、8 時からご飯を作っ

て食べる、週 4 くらいこんな生活です。今までの

ことを思ったらぐちゃぐちゃです。どうなんでし

ょうね？誰が評価するのか分からないけど、でも

私が自分でこうしようと決めてやっていること

なので… 

 

藤長：充実している。 

 

黒田：気持ちは疲れていないですね。体は疲れて

いますけど。 

 

藤長：今後、お子さんが少しずつ成長されていく
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と、また状況が変わってくると思うのですが、そ

の都度、見直しはされますか？ 

 

黒田：そう思っています。生活のことも仕事のこ

とも。今の私だからできることだと思って、仕事

をお受けすることが多いのですが、そうすると、

子どもが大きくなると、また内容が変わってきま

すよね。もちろんこれからも、子どもたちの足も

見ますが、小学生や中学生になった子どもたちに

関わることもしていきたいと思うようになって

きました。仕事も生活も、子どもたちに合わせて

変わっていくと思いますね。学童も 4 年生までし

かないですし、やはり子どもの様子を見てという

ことになると思います。子どもの性格もあり、今

回、娘に「学童に行かない」と言われていたら、

私もすごく変わっていたと思います。その時々で

自分の生き方、自分がどう生きたいのかというこ

とと、優先順位を合わせながら、一番バランスの

いいところを選びながらいきますね。 

 

藤長：先のことを考えることはありますか？ 

 

黒田：ふと思うこともありますが、子どもを産ん

でその時々で変わるし、その時に決めていったら

いいと思えるようになりました。子どもを産んで

からは、勝手にいろいろ想像して不安になること

はなくなりましたね。たぶん、目の前のことにい

っぱいいっぱいだから、というのもあると思いま

すが。 

 

藤長：病気のお子さんを病児保育に預けた時など

に、自己嫌悪にかられたとおうかがいしましたが、

ご家族やお子さんの存在がプラスになっている

と思われますか？  

 

黒田：今の子どもたちの状況を知ることができる

というのは、すごくプラスになったし、育児中の

お母さんの気持ちを理解できるとか、地域密着で

やりたいと思っている私にとって、子どもの支援

をされている方たちとつながりができたことも

大きいです。子どもを支援されている人たちとは

よくつながりますね。子どもも私の仕事のことを

認識してくれていて、「足の先生」とかよく言いま

すね。私と子どもがそれぞれにお互いの世界があ

っていいなと思います。 

 

藤長：お子さんが一緒に出張に行くことはあるの

ですか？ 

 

黒田：あります。イベントなどの時は一緒に行き

ます。上に乗られたまま、足の計測をしたりしま

す。 

 

藤長：向こうも子どもさん連れなので… 

 

黒田：そうです。だからできるのです。場所によ

って連れて行っても問題ないかどうか考えます

が、そうやって手伝ってくれることもありますし。 

 

藤長：地域密着でいきたいというのは、何かきっ

かけがあったのですか？ 

 

黒田：1 人でできることというのは限られている

じゃないですか？「日本の人の足をよくしたい」

とか「私が世界を変える」とかはできないので、

それだったらやはり生まれ育った豊中で、地元の

近い人からやっていきたいなという気持ちが一

番ですね。すごく地元が好きなんです。 

 

藤長：生まれてからずっと、豊中に住んでいらっ

しゃるんですか？ 

 

黒田：そうです。服部生まれの庄内育ちで今、住

んでいるところがまた服部なので。足の神様に呼

ばれたと信じて、服部で活動しています。服部天

神のあたりは、地元の方たちのつながりが強くて、
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すごく面白いですね。 

 

藤長：サロンに来て下さるのも、地元の人が多い

のでしょうか。 

  

黒田：そうですね。豊中市内の人が多いです。 

 

藤長：こちらも口コミとかお知り合いが。 

 

黒田：紹介ですね。今までそれ以外で来た人は 3

人だけです。ＨＰからと、シューフィッターがず

らっと乗っているＨＰからという人、他は全員紹

介です。 

 

藤長：定期的に来られるのですか？ 

 

黒田：どっちもありますね。今、相談したいこと

があって、その時だけ来る方と、定期的に毎月爪

を切って下さいと言ってくる方と。 

 

藤長：3 年されてきて、やっていてよかったと思

った時というのは、どういう時でしょうか？ 

 

黒田：感謝してもらえることが一番ですね。足と

靴が変わると、今までできなかったことができる

ようになって、生活が変わります。子どもさんが

すぐにこけるんですと来られて、靴や履き方を少

し修正したら、「帰りからまったくこけなくなり

ました」と喜んでいただいたこともありました。

その人の人生が変わる瞬間に居られることがや

りがいですね。特に、自分の大切な親御さんを紹

介してもらえる時が一番うれしいです。シニアに

なってくると足や爪がボロボロになっていくの

ですが、それを私に任せていただけることに、す

ごくやりがいを感じています。 

 

藤長：今後の目標はどういったことでしょうか？ 

 

黒田：業務としては、やはり 1 対 1 のサロンをも

っと充実させて、お客様にたくさん来ていただけ

るようにしたいのと、ここでもこの前イベントを

させていただいたのですが、豊中の子どもたちの

足を守りたいという思いがあって、今、豊中で活

動している人たちともっとつながって、コラボし

たいと思って動き始めています。「足の先生」とか

「足が困ったら黒田さん」みたいに思って下さる

方が少しずつ出てきているので、それをもっと増

やしたいと思っています。 

 

藤長：先ほど、セミナーの同期の方と話すと、モ

チベーションが上がったり相談もできたりする

ということでしたが、足のことをされているのは

黒田さんだけで、他の人たちは違うことをされて

いると思うのですが、異業種の方とつながること

は大事だと思われますか？ 

 

黒田：同業の人だけでつながっていると、視野が

狭くなってしまうと思いますが、異業種の方との

話からヒントを得ることがよくあります。同業の

人とお話すると、また違うしんどさがあると思う

のですが、そういうのも関係なく、同じタイミン

グで皆で頑張ろうと言い合って、励まし合える関

係です。うちの玄関のリースも K さんに作っても

らったものですし、M さんとも今も毎年 1 回、ネ

イルと私のフットケアとのコラボイベントもし

ています。私がイベントをする時には、同期の人

たちにコラボでの参加や出店者として来てもら

うこともあります。 

 

藤長：つながりがずっと続いているんですね。 

 

黒田：そうです。 

 

藤長：話が前後しますが、たとえば病児保育や学

童など、起業を続けるにあたっての行政のサポー

トとして、どういうものがあればいいと思われま
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すか？ 

 

黒田：私と同年代の人たちは皆、学童が 6 年まで

利用できないとか、利用できる学年でも、休み期

間中は給食がないとか、中学生の給食などがネッ

クになっていますね。また、私の場合、チャレン

ジセンターやすてっぷでセミナーを受けられま

したが、そういうセミナー開催の情報や起業に必

要な情報というのは、主婦からは全然手に入らな

いのです。一度つながると、こうやって調べれば

いいと分かるのですが、セミナーなどに参加でき

ず 1人でやっていると自分の周りの情報ばかりに

なってしまいます。助成金などについての情報も、

セミナーに行ったり、関係者とつながったりして

いないと入ってきません。起業を考えた時もそう

だし、起業後も、情報面がもう少し充実するとい

いなと思います。私は本当にありがたいタイミン

グで起業セミナーを受講できましたが、今ではも

うないそうですね。 

 

藤長：定期的に起業セミナーがあれば、情報が広

まっていって、次に受講してみようかなという人

も出るかもしれないですね。助成金にしてもそう

ですね。 

 

黒田：本当にラッキーなタイミングでした。 

 

藤長：学童も働いていないと利用することは難し

いと聞いています。 

 

黒田：育休中も入れないので、育休中のお母さん

はけっこう苦しんでいますね。 

 

藤長：そこが緩和されると、ゆるやかに起業され

た方も続けられるかもしれませんね。 

 

黒田：そうですね。「無理」と思ってしまう環境を、

少しでも変えられたらと思っています。働き方と

いうのは、「会社員なのか」「主婦なのか」「自営な

のか」みたいなところがあって、どれかに属して

いないと、「私は何者なんだ」みたいな気持ちで、

むずむず、もやもやしている時もありました。学

校に通いながら、何とか保育園に行かせてもらっ

ている時というのは、何か自分だけ置いて行かれ

ている感があって、居心地が悪かったです。でも

いろいろな働き方があっていいんですよね。私は

「少し子ども寄りで、がっつり自営の人でもない」

という働き方を選んだのです。そうして自分で考

えて仕事と子育ての両立がバランスよくできる

ようになってきているとも思うし、誰もが人のこ

とや今の状況を気にせず、「こう働きたい」という

思いを持って、仕事ができたらいいなと思ってい

ます。もちろん、しないといけないことというの

はあります。私の場合も、「家のお金は絶対に持ち

出さない」など、自分の中でいろいろな決まり事

を決めていて、そしてその中で最低限、しなけれ

ばならないことをした上で、そこからは自分がや

りたいことを考えながら、働きながらそのバラン

スを考えられたらなと。アドバイスの話につなが

ってしまうのですが。 

 

藤長：子育て中の人が起業を考える時に、まず、

どういう生き方とか働き方がしたいかを選べる

環境が整った方がいいということもありますが、

自分でどう決めるかということでしょうか。 

 

黒田：そうなんですよ。決めてすっきり進めたい

んですけど、やはり子どもを産んだ後というのは、

動けない自分にもやもやして、情報がキラキラし

て見えて、置いて行かれたような気持ちになりが

ちです。たとえば働けなくてうずうずしている人

が、同じような立場の人が夜な夜な作った作品を

ＳＮＳなどに載せているのを見ると、人のマイナ

ス面はなかなか見えないから、それがすごくキラ

キラして見えて、「私はできない」みたいに落ち込

んでしまったり。その期間の焦る気持ちも経験し
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ました。これだけの情報社会になると、情報に惑

わされてしまいますが、情報に振り回されずに自

分を持ってほしいと思います。私もその頃には、

そうは思えなかったですけど。 

 

藤長：やはり始められる前というのは、起業をし

た女性のキラキラした成功例を見ると… 

 

黒田：焦りとかありますよ。 

 

藤長：紹介される人というのは規模も大きくて、

順調に成功したように見える方が多いですね。 

 

黒田：そうです。マイナスのことはあまり話さな

いでしょうから。でも人生、後悔したくないじゃ

ないですか。子どもと関わりが持てるのも今しか

ないから。 

 

藤長：アドバイスするとしたら、「後悔のないよう

に」ということですか？ 

 

黒田：「バランス」「自分のしたいことと生き方」

「優先順位」、このあたりは今日のワードですね。

何回も言っていることに気づきました。 

 

藤長：そうですね。自分の中で優先順位がきっち

り決め切れていないと、それで迷いが出たりする

のでしょうか。 

 

黒田：なかなか選べないです。したいこともある

し、でも最低限しなければいけないこともある中

で、じゃあそこからどう選ぶかと考えたら生きや

すいのかな？がっつりじゃない働き方もあるよ

と、自分の生き方のバランスを考えるきっかけに

してほしい。正直、女性にはいろいろな制限があ

ると思うんです。出産や育児、育児は別としても、

妊娠や出産って女性にしかできないことですか

ら。となると、変化があるごとに生き方も変わる

から、決めつけずにその時その時で、生き方を考

えるタイミングってたくさんあるのでね。そこで

自分がしたいこととか、大事にしたいことを決め

て、進めてほしいなと思います。 

 

藤長：いいアドバイスをいただいてありがとうご

ざいました。起業したいと考えている方に近い位

置からアドバイスをしていただけると、身近で実

現に向けて動こうと思えるんじゃないかと感じ

ました。 

 

黒田：それでもうずうずしている時はキラキラに

見えるかもしれませんね。でも、そうじゃないと

ころも伝えたいですね。 

 

藤長：ご自身でバランスを見ながらされていると

いうことですね。 

 

黒田：「どんな時でもできることはあるよ」と伝え

ていただけたらと思います。 

 

藤長：本日はありがとうございました。 

 

黒田：ありがとうございました。 


